
JP 2008-298956 A 2008.12.11

10

(57)【要約】
【課題】操作者に合焦のためにフォーカスレンズの駆動
すべき方向を知らせる。
【解決手段】フォーカスリングの駆動を判定する（Ｓ２
１）。合焦の評価値が前回よりも高くなったかを判定し
（Ｓ２２）、高い場合は操作者がフォーカスリングを合
焦方向に向けて回したと判別し、表示の駆動方向はその
ままとする（Ｓ２３）。低くなった場合は逆方向にフォ
ーカスリングを回していると判別し、表示の駆動方向を
反転して（Ｓ２４）、表示する（Ｓ２５）。
　フォーカスリングが駆動されないと判定されたときは
、既に操作者の駆動方向を認識しているので、今後は合
焦方向に駆動方向を表示する。フォーカスリングが駆動
されると（Ｓ２１）、評価値が前回よりも高くなったか
を判定し（Ｓ２２）、高くなれば表示はそのままとする
（Ｓ２３）。低くなれば表示を反転し（Ｓ２４）、駆動
方向を表示する（Ｓ２５）。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影光学系を介して被写体の画像信号を得る画像入力手段と、前記画像信号の特定領域
の高周波成分を抽出して合焦の評価値を算出する評価値算出手段と、フォーカスレンズを
手動で移動し合焦状態を制御するレンズ駆動手段とを有する撮像装置において、前記レン
ズ駆動手段により始めに前記フォーカスレンズを駆動すべき初期駆動方向を決定する初期
駆動方向決定手段と、該初期駆動方向決定手段により決定された方向に前記レンズ駆動手
段を駆動したときに前記評価値の変化に応じて前記フォーカスレンズの駆動方向を判別す
る駆動方向判別手段と、前記フォーカスレンズを移動すべき方向又は前記合焦状態を表示
する合焦情報表示手段とを備えたことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記駆動方向判別手段は所定期間又は所定回数の判別を行い、その間の何れの判別にお
いても同様の方向であると判別された場合にのみ、前記合焦情報表示手段の表示を更新す
ることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記フォーカスレンズ、前記レンズ駆動手段を備えた交換レンズを、前記画像入力手段
、前記評価値算出手段を備えたカメラ本体に着脱自在とした請求項１又は２に記載の撮像
装置。
【請求項４】
　前記初期駆動方向決定手段が前記初期駆動方向を決定するタイミングは、前記交換レン
ズの前記カメラ本体への取付時としたことを特徴とする請求項３に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記初期駆動方向決定手段が前記初期駆動方向を決定するタイミングは、レリーズスイ
ッチを半押しした時であることを特徴とする請求項１又は２に記載の撮像装置。
【請求項６】
　操作者が前記駆動方向を表示するか否かを選択する表示切換手段を有し、前記初期駆動
方向決定手段が前記初期駆動方向を決定するタイミングは、前記表示切換手段により前記
駆動方向を表示することを選択した時としたことを特徴とする請求項１又は２に記載の撮
像装置。
【請求項７】
　前記駆動方向決定手段は毎回同じ方向に決定することを特徴とする請求項３～６の何れ
か１つの請求項に記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記初期駆動方向決定手段はランダムな方向に決定することを特徴とする請求項３～６
の何れか１つの請求項に記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記初期駆動方向決定手段は前記レンズ駆動手段の可動範囲に対して、現在のフォーカ
スレンズ位置から移動端までの距離が短い方向又は長い方向に決定することを特徴とする
請求項３～６の何れか１つの請求項に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　前記合焦情報表示手段に表示する前記駆動方向は、前記合焦状態であることの他に、右
か左、又は右回転か左回転を１又は複数の段階とし、取付可能な前記交換レンズの種類や
焦点距離又は敏感度に応じて前記段階を切換えることを特徴とする請求項３又は４に記載
の撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、手動フォーカス設定時に合焦情報又はフォーカスリングの駆動方向を表示し
て操作者に知らせることが可能な撮像装置に関するものである。
【背景技術】
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【０００２】
　一眼レフレックスカメラのような撮像装置においては、撮像素子と撮像光学系の間に配
置されたハーフミラーを用いて、撮影光学系からの光束をファインダ光学系及び焦点検出
ユニットに導くことで、被写体像の観察及び自動焦点調節を行っている。或いは、ミラー
を撮影光路から退避させて撮影光学系からの光束を撮像素子に到達させることによって撮
影動作を行っている。また、反射ミラーが撮影光路内に配置されているときには、位相差
検出方式による焦点調節を行い、反射ミラーが撮影光路から退避しているときには、撮像
素子の出力を用いてコントラスト検出方式による焦点調節を行うものがある。
【０００３】
　近年では、撮像素子から読み出された画像をＥＶＦ（電子ビューファインダ）で表示さ
せるライブビューモードにおいて、コントラスト検出方式による焦点調節を行う技術が提
案されている。これはライブビューモードでは反射ミラーが撮影光路から退避しており、
コントラスト検出方式による焦点調節しかできないためである。
【０００４】
　このように、露出決定やピント合わせ等の撮影にとって重要な作業は全て自動化され、
カメラ操作に未熟な操作者でも撮影の失敗を起こす可能性は極めて少なくなっている。し
かし、一方で逆に操作者が好きなように露出やピント等を設定し、撮影したいという要求
もある。
【０００５】
　ピント合わせにおいては、操作者が手動で所望の位置にピントを合わせることができる
ように、フォーカスレンズを手動で移動し、フォーカスを制御できるようになっているも
のが知られている。この機能を用いて、ライブビューモードで撮影する場合に、操作者は
ＥＶＦやＬＣＤ（液晶表示装置）等のモニタに表示される被写体像が、最も鮮明になるよ
うに撮影しようとする。このとき、完全に操作者任せではなく、操作者を補助する意味で
、モニタにどの程度ピントが合っているか、またどの方向にどれだけフォーカスリングを
回せば合焦するかをデジタルに表示することが望ましい。
【０００６】
　そこで、特許文献１のようにフォーカス枠内画像に対応する画像データのコントラスト
評価値を算出し、フォーカスレンズ位置とコントラスト評価値のヒストグラムを生成し、
ファインダ画像に表示する撮像素子が開示されている。
【０００７】
【特許文献１】特開２００３－２６２９１０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし、モニタの画面程度の大きさでは、被写体像の鮮鋭度を操作者が判別し難く、間
違えてフォーカスレンズを合焦点と逆方向に動かしてしまうという問題がある。その解決
手段として、合焦方向にフォーカスリングの回転方向を表示するという方法があるが、そ
のためにはカメラがフォーカスリングの駆動方向を判別する必要がある。
【０００９】
　コントラスト検出方式では、所望の合焦位置が近い側に存在するのか、又は遠方に存在
するのかがカメラ側では分からない。また、フォーカスレンズの絶対位置を検出するとい
う方法もあるが、位置検出用センサが必要となり、コストアップは避けられないという問
題がある。
【００１０】
　本発明の目的は、上述の問題点を解消し、操作者に合焦操作方向を知らせ得る撮像装置
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するための本発明に係る撮像装置の技術的特徴は、撮影光学系を介して
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被写体の画像信号を得る画像入力手段と、前記画像信号の特定領域の高周波成分を抽出し
て合焦の評価値を算出する評価値算出手段と、フォーカスレンズを手動で移動し合焦状態
を制御するレンズ駆動手段とを有する撮像装置において、前記レンズ駆動手段により始め
に前記フォーカスレンズを駆動すべき初期駆動方向を決定する初期駆動方向決定手段と、
該初期駆動方向決定手段により決定された方向に前記レンズ駆動手段を駆動したときに前
記評価値の変化に応じて前記フォーカスレンズの駆動方向を判別する駆動方向判別手段と
、前記フォーカスレンズを移動すべき方向又は前記合焦状態を表示する合焦情報表示手段
とを備えたことにある。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係る撮像装置によれば、操作者がどの方向にフォーカスリングを回せば、合焦
状態に向かうかどうかを直感的に知り得ることを、コストアップを殆どすることなく実現
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明を図示の実施例に基づいて詳細に説明する。
【実施例１】
【００１４】
　図１は実施例１のデジタルカメラの外観斜視図を示し、交換レンズ１がカメラ本体２の
前面に着脱自在に取り付けられている。交換レンズ１には、手動フォーカス時にフォーカ
ス操作を行う手動フォーカスリング３、オートフォーカス操作（ＡＦ）と手動フォーカス
（ＭＦ）操作とを切換えるＡＦ－ＭＦ切換レバー４が設けられている。また、カメラ本体
２にはレリーズスイッチ５が設けられ、このレリーズスイッチ５は半押し状態の第１スト
ローク（ＳＷ１）で測光・測距を行い、全押し状態の第２ストローク（ＳＷ２）で撮影記
録する２段スイッチから成っている。
【００１５】
　図２はこのデジタルカメラの背面図である。カメラ本体２の上端部には内蔵フラッシュ
が設けられており、カメラ本体２の上面及び背面には、複数の入力キー６が設けられ、更
に背面には撮影画像のライブビュー表示や記録画像の再生表示等を行うＬＣＤから成る液
晶ディスプレイ７が設けられている。
【００１６】
　図３は交換レンズ１とカメラ本体２とから成るカメラシステムのブロック回路構成図を
示し、参考のために像振れ補正レンズも図示している。交換レンズ１の撮影光学系として
、光軸Ｏ上にフォーカスレンズ１１、ズームレンズ１２、像振れ補正レンズ１３、絞り１
４が配列されている。
【００１７】
　交換レンズ１内にはレンズＭＰＵ１５が設けられ、像振れ補正レンズ１３の補正レンズ
エンコーダ１６の出力、信号処理回路１７を介して角速度センサ１８の出力、像振れ補正
オン／オフ選択用スイッチ１９の出力が接続されている。また、レンズＭＰＵ１５はフォ
ーカス制御回路２０を介して駆動用モータ２１、ズームエンコーダ２２、像振れ補正回路
２３を介してリニアモータ２４、絞り制御回路２５を介してステッピングモータ２６に接
続されている。
【００１８】
　フォーカスレンズ１１はレンズＭＰＵ１５からの制御信号によりフォーカス制御回路２
０、駆動用モータ２１を介して駆動される。フォーカス制御回路２０には、フォーカスレ
ンズ１１の移動に応じたゾーンパターン信号やパルス信号を出力するフォーカスエンコー
ダも含まれ、被写体距離はこのフォーカスエンコーダにより検知される。
【００１９】
　ズームレンズ１２は撮影者が図示しないズーム操作リングを操作することにより移動し
、ズームエンコーダ２２はズームレンズ１２の移動に応じたゾーンパターン信号を出力す
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る。撮影像倍率はレンズＭＰＵ１５がフォーカスエンコーダとズームエンコーダ２２から
の信号を読み取り、被写体距離と焦点距離の組み合わせにより、予め記憶されている撮影
像倍率データを読み出すことによって得られる。
【００２０】
　像振れ補正レンズ１３は像振れ補正回路２３、リニアモータ２４を介して駆動される。
像振れ補正において、回転振れを検出する角速度センサ１８の振れ信号が信号処理回路１
７で信号処理され、レンズＭＰＵ１５に入力される。レンズＭＰＵ１５は補正レンズ駆動
目標信号を算出し、この補正レンズ駆動目標信号と補正レンズエンコーダ１６から出力さ
れる補正レンズ位置信号との差に応じた駆動信号を像振れ補正回路２３に出力する。像振
れ補正はこのように補正レンズエンコーダ１６から出力される補正レンズ位置信号を、像
振れ補正回路２３にフィードバックすることで行われる。
【００２１】
　絞り１４はレンズＭＰＵ１５からの制御信号により、絞り制御回路２５及びステッピン
グモータ２６を介して駆動される。
【００２２】
　光軸Ｏの延長上のカメラ本体２内には、クイックリターン主ミラー３１、クイックリタ
ーン主ミラー３１の裏側に配列されたサブミラー３２、フォーカルプレーンシャッタ３３
、ＣＣＤやＭＯＳから成る撮像素子により撮像部３４が配列されている。クイックリター
ン主ミラー３１の反射方向にはペンタプリズム３５が設けられ、被写体像はペンタプリズ
ム３５により測光手段３６、光学ファインダ３７に分岐されるようになっている。また、
クイックリターン主ミラー３１のハーフミラー面を透過した光束のサブミラー３２による
反射方向に測距手段３８が設けられている。
【００２３】
　撮像部３４の出力はＣＤＳ回路（二重相関サンプリング回路）３９、ゲインコントロー
ル回路４０、Ａ／Ｄ変換器４１を経て映像信号処理回路４２に接続されている。映像信号
処理回路４２はカメラＭＰＵ４３、バッファメモリ４４、液晶ディスプレイ７に相当する
液晶ディスプレイ４５、メモリカード４６に接続されている。カメラＭＰＵ４３には操作
部４７の出力、測距手段３８の出力が接続されている。また、カメラＭＰＵ４３の出力は
シャッタ駆動回路４８を介してフォーカルプレーンシャッタ３３、タイミングジェネレー
タ４９を介して撮像部３４に接続されている。
【００２４】
　また、交換レンズ１側のインタフェース回路５１と、カメラ本体２側のインタフェース
回路５２とが接続されている。
【００２５】
　被写体からの撮影光束は交換レンズ１内の撮影光学系を通り、撮影準備中は中央部分が
ハーフミラーとなっているクイックリターン主ミラー３１により一部が反射され、ペンタ
プリズム３５において正立像となる。撮影者はこの正立像を光学ファインダ３７において
被写体像として確認することができる。ここで、カメラ本体２に交換レンズ１が装着され
ている状態で、後述する像振れ補正装置の初期化動作を行うと、光学ファインダ３７を通
してその初期化動作による像変動を撮影者は視認することになる。
【００２６】
　測光手段３６は図示しないピント板面上の照度を測定して、その測定結果をカメラＭＰ
Ｕ４３に入力し、カメラＭＰＵ４３は露光時間、絞り量などの撮影条件を決定する。測光
手段３６内の測光センサは、複数のエリアに分割されており、エリアごとの測光結果を得
ることができる。
【００２７】
　クイックリターン主ミラー３１の裏面に配置されたサブミラー３２は、クイックリター
ン主ミラー３１のハーフミラー面を通過した光束を測距手段３８に入射させる。測距手段
３８は入射した光束を光電変換及び信号処理して測距データを作成し、カメラＭＰＵ４３
に入力する。



(6) JP 2008-298956 A 2008.12.11

10

20

30

40

50

【００２８】
　撮影動作に入ると、クイックリターン主ミラー３１及びサブミラー３２はペンタプリズ
ム３５側に退避し、フォーカルプレーンシャッタ３３がシャッタ駆動回路４８により駆動
され、撮影光束は撮影光学画像として画像入力され撮像部３４の面上に結像する。この撮
影光学画像は撮像部３４によって光電変換され撮像信号となる。
【００２９】
　タイミングジェネレータ４９は撮像部３４の蓄積動作、読み出し動作及びリセット動作
などを制御する。ＣＤＳ回路３９は撮像部３４の蓄積電荷ノイズを低減し、ゲインコント
ロール回路４０は撮像信号を増幅し、Ａ／Ｄ変換器４１は増幅された撮像信号をアナログ
からデジタルの画像データに変換する。
【００３０】
　映像信号処理回路４２はＡ／Ｄ変換器４１でデジタル化された画像データに、フィルタ
処理、色変換処理及びガンマ処理などを行う。映像信号処理回路４２で信号処理された画
像信号はバッファメモリ４４に格納され、液晶ディスプレイ４５に表示されたり、着脱可
能なメモリカード４６に記録される。
【００３１】
　操作部４７はカメラメインスイッチ、撮影モードの設定、記録画像ファイルサイズの設
定、撮影時のレリーズスイッチ５から成るスイッチ類である。
【００３２】
　カメラＭＰＵ４３はカメラ本体２の上述の動作を制御する他に、画像信号の特定領域の
高周波成分を抽出して合焦の評価値を算出する機能を持つ評価値算出手段を有する。また
、カメラＭＰＵ４３はカメラ本体２側のインタフェース回路５２及び交換レンズ１側のイ
ンタフェース回路５１を介して、レンズＭＰＵ１５と相互に通信する。この通信では、交
換レンズ１にフォーカス駆動命令を送信したり、カメラ本体２や交換レンズ１の内部の動
作状態や光学情報などのデータを送受信する。
【００３３】
　図４は実施例１におけるカメラＭＰＵ４３による初期駆動方向決定手段の動作フローチ
ャート図である。このルーチンでは、操作者が始めにフォーカスリングを回すまでに表示
しておく駆動方向を決定し、或る方向を駆動方向として決定し（ステップＳ１１）、決定
された駆動方向を液晶ディスプレイ４５に表示する（ステップＳ１２）。ここで表示され
た駆動方向は、次に操作者がフォーカスリングを回すまで表示され続け、この時点ではそ
の方向が合焦方向かどうかは不明である。
【００３４】
　図５はフォーカスリングの駆動方向判別手段の動作フローチャート図である。先ず、フ
ォーカスリングが駆動したかどうかを判定する（ステップＳ２１）。つまり、初期駆動方
向決定手段で決定した駆動方向を液晶ディスプレイ４５に表示してからは、フォーカスリ
ングが駆動されるのを待ち、駆動されるとステップＳ２２に進む。フォーカスリングが駆
動されたかどうかは、エンコーダによりハード的に駆動そのものを検知すればよい。或い
は、評価値算出手段により算出した評価値が、所定値以上に変動したことによりソフト的
に検知するようにしてもよい。
【００３５】
　次に、評価値算出手段による評価値が前回よりも高くなったかどうかを判定し（ステッ
プＳ２２）、高くなった場合は操作者によるフォーカスリングの回す方向が合焦方向に向
かったと判別する。したがって、表示の駆動方向はそのままとし（ステップＳ２３）、低
くなった場合は現在表示されている駆動方向にフォーカスリングを回す方向が合焦方向と
は逆に向かっていると判別し、駆動方向を反転して表示を更新する（ステップＳ２４）。
その後に、判別された駆動方向を液晶ディスプレイ４５に表示する（ステップＳ２５）。
【００３６】
　また、ステップＳ２１でフォーカスリングが駆動されなかったと判定されたときは、何
もせずに次回以降はフォーカスリングが駆動される度に、この処理を繰り返す。ただし、
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カメラ本体２は既に操作者の駆動方向を認識しているので、今後は合焦方向に駆動方向を
表示する。評価値の変化が駆動量に対し所定量を下回った場合に、合焦点に至り合焦状態
となったと判別し合焦情報表示を合焦マークとする。
【実施例２】
【００３７】
　図６は実施例２における方向判別から駆動方向の表示に至るまでの動作フローチャート
図である。実施例２は初期駆動方向に対し操作者が間違えて逆に回してしまった場合、或
いは表示を見ずに駆動してしまった場合の対策であり、方向判別手段が実施例１と異なる
。
【００３８】
　所定時間又は所定回数（以後所定期間と云う）をクリアする（ステップＳ３１）。所定
期間はどれだけの期間、図５に示した方向判別を行うかの値である。所定期間内に方向判
別処理を行うことで、間違って表示とは逆に回してしまったと気付いたときに、直ちに戻
すという動作に対応する。所定回数を１にした場合には実施例１と同様になる。
【００３９】
　次に、所定期間を経過したかどうかを判定する（ステップＳ３２）。この時点では、ス
テップＳ３１で所定期間をクリアしているので、当然経過していないと判定される。所定
期間が経過していない場合に方向判別が行われ（ステップＳ３３）、これは図５のステッ
プＳ２１～Ｓ２４まで処理と同様である。したがって、ここでは表示すべき駆動方向のみ
を判別するだけであり、まだ駆動方向の表示には至らない。
【００４０】
　ステップＳ３３で判別された表示すべき駆動方向が、前回と比較して反転したかどうか
を判定する（ステップＳ３４）。これは液晶ディスプレイ４５に表示されている駆動方向
が反転したかを判定するのではなく、この時点では初期駆動方向決定手段で決定された駆
動方向が表示されたままである。駆動方向が反転されていなければ（ステップＳ３４）、
タイマか又はカウンタをカウントアップする（ステップＳ３５）。反転されていれば、タ
イマか又はカウンタをクリアする（ステップＳ３６）。このようにしてステップＳ３２に
より、所定期間中常に同じ方向をステップＳ３３で判別したかどうかを判定することがで
きる。所定期間を経過したと判定されれば、そのときまでにステップＳ３３で判別した方
向を駆動方向と決定し（ステップＳ３７）、液晶ディスプレイ４５に表示する（ステップ
Ｓ３８）。
【００４１】
　次回以降は実施例１と同様であり、図５のステップＳ２１～Ｓ２５が実行される。
【実施例３】
【００４２】
　実施例３は実施例１、２に対して初期駆動方向決定手段のタイミングを明示する形態で
ある。タイミングとしては、交換レンズ１がカメラ本体２に取り付けられた瞬間、或いは
交換レンズ１が取り付けられている状態で、レリーズスイッチ５が半押し（ＳＷ１）され
たときである。
【００４３】
　図７は実施例３における初期駆動方向決定手段のタイミングを表す動作フローチャート
図である。初期駆動方向決定手段は操作部４７のレリーズスイッチ５のＳＷ１オン、交換
レンズ１をカメラ本体２への取付時のタイミング、或いは表示方法切換手段によって駆動
方向表示の設定のタイミングに同期する。
【００４４】
　カメラ本体２のステップＳ４０ａにおける何らかの処理中にＳＷ１オン、又はレンズ取
付通信又は駆動方向表示の事象が発生したときに（ステップＳ４１）、割り込み処理で初
期駆動方向決定手段（ステップＳ４２）を行う。
【００４５】
　図８はカメラ本体２のステップＳ４０ｂにおける何らかのメイン処理と、ステップＳ４
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０ｃにおける他の何らかの処理の間で、レリーズスイッチ５のＳＷ１オン、レンズ認識用
のフラグ、駆動方向表示中のフラグを確認する処理（ステップＳ４３）が設けられている
。ステップＳ４０ａ、４０ｃのメイン処理のどこかでレリーズスイッチ５のＳＷ１が押さ
れたときに、ＳＷ１オンのフラグを立てる。また、交換レンズ１が取り付けられたときに
交換レンズ１を認識するフラグを立て、或いは駆動方向表示の設定に切換わると駆動方向
を表示中であるというフラグを立てる。次に、このループでステップＳ４３を通ったとき
には、何れかのフラグが立っているので、図４の処理と同様のステップＳ４２の初期駆動
方向の決定処理が行われる。
【実施例４】
【００４６】
　実施例４では初期駆動方向決定手段において、初期駆動方向を具体的に決定する方法で
ある。初期駆動方向判別手段の処理内容は実施例１、２と全く同様であり、またそのタイ
ミングは実施例３の通りである。
【００４７】
　初期駆動方向を決定するには、次の（ａ）～（ｄ）の４つが挙げられる。（ａ）毎回同
じ方向に決定する。（ｂ）ランダムな方向に決定する。（ｃ）現在のフォーカスレンズ１
１の位置から可動範囲の移動端までの距離が短い方向に決定する。（ｄ）現在のフォーカ
スレンズ１１の位置から移動端までの距離が長い方向に決定する。
【００４８】
　（ａ）の毎回同じ方向に決定する場合には、交換レンズ１やカメラ本体２の設定に全く
よらず、実施例３のタイミングで、図４のステップＳ１１において右回り、或いは左回り
と決定する。
【００４９】
　図９は（ｂ）のランダムな方向に決定する場合に、ステップＳ１１に置き換わるべき動
作フローチャート図である。先ず、乱数を生成し（ステップＳ５１）、生成した乱数の最
下位１ビットを見て、１であれば右回転と決定し（ステップＳ５３）、０であれば左回転
と決定する（ステップＳ５４）。この処理はあくまでランダムに何れの回転かを決定する
手段の一例であり、ステップＳ５３とＳ５４は逆でもよいし、また、乱数の最下位１ビッ
トで判断する必要もなく、ランダムに決定されれば十分である。
【００５０】
　図１０は（ｃ）の現在のフォーカスレンズ位置から移動端までの距離が短い方向に決定
する場合の動作フローチャート図であり、図４のステップＳ１１に置換すべき処理である
。フォーカスレンズ１１の位置を検出する（ステップＳ６１）。ここで、通常の交換レン
ズはフォーカスレンズの絶対位置までは分からないが、大まかに現在鏡筒のどのあたりに
位置するかということ程度は分かることを前提とする。フォーカスレンズ１１の大まかな
位置が分かると、無限遠側の方が近いか否かを判定し（ステップＳ６２）、近ければ右回
転（ステップＳ６３）、近くなければ左回転（ステップＳ６４）と決定する。
【００５１】
　また、（ｄ）の現在のフォーカスレンズ１１の位置から移動端までの距離が長い方向に
決定する場合には（ｃ）の逆である。即ち、図１０によれば、ステップＳ６２で無限遠の
方が近いと判定されれば左回転と決定し（ステップＳ６４）、近くないと判定されれば右
回転と決定する（ステップＳ６３）。
【実施例５】
【００５２】
　図１１は実施例５における駆動方向の表示法の一例を示し、駆動方向を様々な方法で表
示している。また初期駆動方向判別手段の処理内容も実施例１、２と全く同様であり、ま
た初期駆動方向決定手段のタイミングは実施例３の通りである。
【００５３】
　駆動方向を表示する場合に、（ａ）に示すように三角マークで表示してもよいし、或い
は矢印や文字で表示してもよいし、（ｂ）に示すように回転方向を示すこともできる。ま
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た、合焦と判別された場合は、（ｃ）に示すように駆動方向の中央の丸を点滅表示しても
よいし、×や四角のような他のマークでもよく、文字でもよい。
【００５４】
　更に、取付可能な交換レンズ１の種類、焦点距離、敏感度に応じて、（ｄ）に示すよう
に駆動すべき大きさの表示を２段階～複数段階にすることも可能である。広角レンズの取
付時や焦点距離が短い時等の敏感度が小さい場合には、フォーカスレンズ１１を多少大き
く回したほうが早めに合焦する。このとき、操作者に大きく回したほうがよいことを知ら
せるために、複数段階の駆動方向を表示することは好適である。図１２は敏感度に応じた
駆動方向の表示切換えの一例を示している。
【００５５】
　図１３は本実施例における駆動方向を液晶ディスプレイ４５の一部に表示したときの説
明図であり、駆動方向の表示法として、液晶ディスプレイ４５の下段に図１１（ａ）の表
示方式を用いている。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】実施例１のカメラの外観斜視図である。
【図２】背面図である。
【図３】カメラ本体と交換レンズのブロック回路構成図である。
【図４】初期駆動方向決定手段の動作フローチャート図である。
【図５】フォーカスリングの駆動方向判別手段の動作フローチャート図である。
【図６】実施例２の動作フローチャート図である。
【図７】実施例３の動作フローチャート図である。
【図８】初期駆動方向手段を行う場合の動作フローチャート図である。
【図９】実施例４の動作フローチャート図である。
【図１０】初期駆動方向をフォーカスレンズの位置から移動端までの距離が近い方とする
場合の動作フローチャート図である。
【図１１】実施例５における駆動方向の表示法の説明図である。
【図１２】駆動方向の表示切換えの説明図である。
【図１３】ディスプレイに移動方向表示をしたときの説明図である。
【符号の説明】
【００５７】
　１　交換レンズ
　２　カメラ本体
　３　手動フォーカスリング
　４　ＡＦ－ＭＦ切換レバー
　５　レリーズスイッチ
　６　スイッチ
　７、４５　液晶ディスプレイ
　１１　フォーカスレンズ
　１２　ズームレンズ
　１３　像振れ補正レンズ
　１４　絞り
　１５　レンズＭＰＵ
　１６　補正レンズエンコーダ
　１８　角速度センサ
　２３　像振れ補正回路
　３４　撮像部
　３８　測距手段
　４２　映像信号処理回路
　４３　カメラＭＰＵ



(10) JP 2008-298956 A 2008.12.11

　４７　操作部

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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【図１１】

【図１２】

【図１３】
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